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鉄道総研の発明

パテントシリーズ

▊▊目的と効果
　鉄道沿線において斜面崩壊や落石に

よる災害が発生することがあります。

こうした災害から列車の安全を確保す

ることを目的として，鉄道沿線に設置

したビニール被覆線（検知線といいま

す）が落石などにより断線することで

災害を検知する設備が主として用いら

れています。ただし，対象箇所によっ

ては，連続的に検知線を設置するより

も無線通信機能を有するセンサーをス

ポット的に設置するほうが経済的に有

利になります。そこで，現場での設置

が容易な無線型のセンサー（ここでは

監視センサーとよびます）を用いた土

砂災害監視システムを考案しました。

▊▊技術の概要
　土砂災害監視システムの概要を図1

に，監視センサーの設置例を図2に示

します。任意に配置された監視セン

サーには傾斜計が内蔵されています。

監視センサーは，設定した閾
しきい

値を超え

る傾斜を検出した場合に無線で受信装

置（図の受信ユニットや受信器）にリ

アルタイムで通報します。なお，監視

センサーには識別番号が付与されてい

ますので，閾
しきい

値を超えた傾斜の位置を

把握することができます。図1では受

信器から携帯電話回線により監視サー

バーにデータを転送しています。なお，

この特許には外部への情報伝達に関し

ては含まれません。

　このシステムの特徴は，監視セン

サーの無線通信技術にあります。斜面

に監視センサーが設置されますので，

立木，降雪，場合によっては土砂崩壊

による埋没など，無線通信が難しい環
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図1　土砂災害監視システムの概要
（坂田電機パンフレットから引用：一部追記）

図2　監視センサーの設置例
（坂田電機提供写真）

境下での利用が想定されます。このた

め，土中，水中，雪中でも無線通信が

可能な低周波磁界信号を利用していま

す。なお，監視センサーの電源は電池

であり，交換が可能です。

▊▊発明余話
　本発明は，共有者である坂田電機株

式会社が別の計測システムで利用して

いた地中でも可能な無線通信技術を，

土砂災害の検知でも利用できるのでは

ないかという発想から生まれたもので

す。前述したとおり，監視センサーに

電源や通信線が要らないために設置が

容易であることから，災害が発生した

時に復旧対策を実施するまでの仮設と

しての監視システムなどにも利用され

ています。
（布川修／防災技術研究部

　地盤防災研究室）
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